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蛍光標識ゼラチンザイモ電気泳動キット 

(アトー型) 
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2024年 7月 1日改訂 

※本品は、研究目的にのみご使用ください。 

 

MMPs(マトリックスメタロプロテアーゼ)は、メタロプロテアーゼファミリーの１つで、生体内で細胞外マ

トリックス成分の代謝に関与している酵素として 20 数種類同定されています。その MMPs の検出方法の１

つとして、電気泳動で分離し酵素活性を検出する方法（ザイモグラフィー）が広く利用されております。 

本キットは蛍光標識したゼラチンを基質タンパクとしたプレキャストゲルとプレート、バッファー調製など

を極力簡略化し、手軽にゼラチンザイモ電気泳動を行えるように構成しております。また、蛍光標識したゲル

は、酵素反応を継時的に確認することができます。ヒトおよび各種動物の血液・体液・分泌液・組織・細胞・

細胞培養溶液中に含まれている ProMMP-2, MMP-2, ProMMP-9などのゼラチナーゼ検出確認にご利用下さ

い。 

 

《Ⅰ-1．キット構成》 

内容 容量 本数 保存温度 

蛍光標識ゼラチンザイモ電気泳動プレキャストゲル 

Precast Gel 
12検体用 5枚 

4～10℃ 

(禁凍結) 

MMP Markers 

(ProMMP-2, MMP-2, ProMMP-9) 
0.2mL 1本 4～10℃ 

サンプル調製バッファー 

Sample Preparation Buffer 
5mL 1本 4～10℃ 

泳動用バッファー（10倍濃縮） 

Electrophoresis Buffer 
100mL 2本 4～10℃ 

洗浄液（10倍濃縮） 

Washing Buffer 
100mL 1本 4～10℃ 

酵素反応用バッファー（10倍濃縮） 

Reaction Buffer 
25mL 1本 4～10℃ 

 

※ガラスプレートサイズは 120(W)×100(H)、ゲルの厚みは 1mm。 

※本製品は、アトー株式会社製の電気泳動槽に対応です。 

※ゼラチンザイモ泳動ゲルプレートは、早めにご使用することをお勧めいたします。 

また凍結した場合、変性しますので保存温度にご注意ください。 

※プレートの素材はガラス製のため取り扱いにご注意ください。 

※精製水を別途にご用意願います。 



《Ⅰ-2．キットの特徴》 

・ザイモグラフィーに必要なプレキャストゲル、試薬類がパッケージングしている。 

・酵素反応を継時的に確認することができる。 

 

《Ⅱ-1．試薬調製および保存温度》 

1. 泳動用バッファー 

  泳動用バッファー（10倍濃縮）を精製水で 10倍希釈して使用して下さい。4℃保存。 

2. 洗浄液 

  洗浄液（10倍濃縮）を精製水で 10倍希釈して使用して下さい。4℃保存。 

3. 酵素反応用バッファー 

  酵素反応用バッファー（10倍濃縮）を精製水で 10倍希釈して使用して下さい。4℃保存。 

 

《Ⅱ-2．サンプル調整および保存温度》 

サンプル調整バッファーとサンプルを１：１で混合し、室温で 15分間静置して下さい。 

 注意）加熱処理は行わないでください。 

 

《Ⅲ．操作手順》 

(1) 泳動陽極槽（下）に、泳動用バッファーを 100～150mL 入れる。泳動用バッファーの適量は、電気泳

動槽の取扱説明書に従ってください。 

(2) ゼラチンザイモ泳動プレキャストゲルに挿されているコームを慎重に抜き取り、泳動槽にセットする。

サンプルホールがある辺が上になります。ホールに乱れがある場合は、針などを用いて形状を整えて下

さい。 

(3) 泳動陰極槽（上）に、泳動用バッファーを 100mL程度入れる。 

(4) ゲルプレートにあらかじめ調製したサンプル、およびMMPマーカーを 10uL/wellで添加する。 

（MMPマーカーを 10μL添加し、37℃で 24時間酵素反応を行った泳動パターンが図 1になります） 

  ※MMPマーカーは、サンプル調整バッファーと混合せずにそのままご使用できます。  

(5) 15mAの定電流で泳動する（ゲルが 2枚の場合は 30mA）。 

(6) 泳動が終了したら電源を切り、泳動槽からゲルプレートを外す。 

 

(7) ゲルプレートの上部のガラス板を取り除き、下部のガラス板（最も大きなガラス）からスパチュラなど

を用いて、ゲルを取り外す。 

(8) ゲルを洗浄液 200mlが入っている容器に移し、室温で 1時間振盪する。 

(9) 別の容器に酵素反応用バッファー50mLを入れ、この容器にゲルを移して密封し、37℃に設定した恒温

器に入れ 20～40時間（酵素濃度が低いほど長時間反応させる）酵素反応を行う。 

(10) ゲルを 20時間～40時間の間に適時取り出し、ゲル撮影装置で撮影する（蛍光波長は 535nm）。 

または FITCの波長（励起波長 495nm、蛍光波長 520nm）を参考にしてください。 



《Ⅳ．泳動パターン例》 

 

 

 

図 1．MMPマーカーの泳動パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 蛍光ゼラチンザイモ電気泳動の 40 時間後の泳

動パターン 

（左から分子量マーカー、MMP マーカー、ヒト涙液

サンプル 6種類） 
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